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次
世
代
半
導
体
の
開
発
と

量
産
化
を
目
指
す
ラ
ピ
ダ

ス（
小
池
淳
義
代
表
取
締
役

社
長
）の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
昨

年
12
月
20
日
に
北
海
道
文
教

大
学
の
鶴
岡
記
念
講
堂
で
開

催
さ
れ
、
市

民
約
２
０
０

人
が
参
加
。

同
大
地
域
創

造
研
究
セ
ン

タ
ー
と
市
が

共
催
し
、
千

歳
市
美
々

ワ
ー
ル
ド
へ

の
工
場
進
出

に
よ
る
恵
庭

へ
の
影
響
を

テ
ー
マ
に

『
北
海
道
と

共
に
歩
む
次

世
代
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
㏌ 恵

庭
』と
題
し
た
基
調
講
演
や

『
北
海
道
バ
レ
ー
構
想
と
ま

ち
づ
く
り
』を
テ
ー
マ
と
し

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
清
水
敦
男
専
務
執
行
役
員

（
写
真
下
）
は
講
演
で
次
世

代
半
導
体
の
性
能
や
Ａ
Ｉ
活

用
に
よ
る
農
業
生
産
の
効
率

化
、
ラ
ピ
ダ
ス
建
設
後
の
自

然
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組

み
と
し
て
渋
滞
を
防
止
す
る

た
め
の
ト
ラ
ッ
ク
運
航
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
、
工
場
排

水
の
施
設
内
浄
化
や
地
下
水

の
監
視
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
説

明
。
石
狩
か
ら
苫
小
牧
に
か

け
て
の
一
帯
を
一
大
産
業
集

積
地
と
す
る
北
海
道
バ
レ
ー

構
想
に
つ
い
て「
ア
メ
リ
カ

の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
匹

敵
す
る
存
在
に
な
っ
て
ほ

し
い
。
北
海
道
発
展
の
一

助
に
な
れ
ば
」と
今
後
の

発
展
を
期
待
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
原
田
裕
恵
庭

市
長
や
恵
庭
商
工
会
議
所

の
土
谷
秀
樹
会
頭
、
清
水
氏

ら
が
北
海
道
バ
レ
ー
構
想
や

恵
庭
へ
の
影
響
と
、
今
後
の

発
展
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
た
。
原
田
市
長
は「
ラ
ピ

ダ
ス
関
連
企
業
の
従
業
員
や

海
外
か
ら
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
な

ど
、
訪
れ
た
人
々
に
住
み
や

す
い『
恵
庭
』を
提
供
し
、市

と
民
間
の
連
携
の
力
で
北
海

道
バ
レ
ー
構
想
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

（
編
集
部　
大
谷
）

　
恵
庭
市
に
在
住
ま
た
は
勤

務
先
の
あ
る
男
性
と
、
一
般

女
性
に
本
気（
マ
ジ
）
な
婚

活
の
場
を
提
供
す
る「
え
に

わ
街゙
（
マ
ジ
）コ
ン
Ⅸ
」が

２
月
３
日（
土
）17
時
か
ら
、

恵
庭
商
工
会
議
所
で
開
か
れ

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
中

断
を
経
て
４
年
ぶ
り
の
再
開

と
な
る
本
格
的
な
婚
活
パ
ー

テ
ィ
ー
で
、
主
催
す
る
恵
庭

商
工
会
議
所
青
年
部（
恵
庭

Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
で
は
、

真
剣
に
婚
活
を

考
え
て
い
る
30

歳
か
ら
50
歳
ま

で
の
男
女
の
参

加
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　

恵
庭
Ｙ
Ｅ
Ｇ

の
メ
ン
バ
ー
28

人
で
構
成
す
る

実
行
委
員
会（
長

谷
部
羊
介
委
員

長
）の
主
催
。
地

元
で
出
会
い
を

求
め
て
い
る
男

女
に
出
会
い
の
場
を
提
供

し
、
恵
庭
市
へ
の
定
住
を
促

進
す
る
の
が
大
き
な
狙
い
。

２
０
２
０（
令
和
２
）
年
２

月
以
来
の
本
格
開
催
で
、
今

回
で
９
回
目
を
数
え
る
恒
例

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
過
去
に

は
男
女
75
人
ず
つ
参
加
し
た

大
会
が
あ
る
ほ
ど
高
い
人
気

を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

　
パ
ー
テ
ィ
ー
の
参
加
資
格

は
、
今
年
度
中
に
満
30
歳
か

ら
満
50
歳
と
な
る
男
女
各
30

人
。
男
性
は
恵
庭
市
内
に
在

住
も
し
く
は
勤
務
先
が
あ
る

こ
と
が
条
件
。
参
加
費
は
男

性
１
万
円
、
女
性
７
千
円
で

ド
レ
ス
コ
ー
ド
は
カ
ジ
ュ
ア

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

今
年
は
マ
ヤ
歴
を
使
っ
た
相

性
占
い
も
実
施
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
街゙

コ
ン
に
比
べ
マ
ッ
チ
ン
グ
の

確
率
も
高
ま
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
長
谷
部
委
員
長
は「
３
年

の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
再
会
を
待
ち
望
ん
で

い
た
方
も
多
い
の
で
は
と

思
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く

の
方
た
ち
に
出
会
い
の
場
を

提
供
し
た
い
と
、
昨
年
10
月

に
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
」
と
Ｐ
Ｒ
。
応
募
締
切
は

１
月
21
日（
日
）
ま
で
。
申

込
・
問
合
せ
は
恵
庭
Ｙ
Ｅ
Ｇ

事
務
局
の
新
田
さ
ん
、
電
話

３
４・
１
１
１
１（
恵
庭
商

工
会
議
所
）へ
。

（
編
集
部　
伊
藤
）

　

恵
庭
市
民
憲
章
推
進

協
議
会（
下
原
干
城
会
長
）

主
催
の
市
民
憲
章
作
文

発
表
会
と
表
彰
式
が
昨

年
12
月
16
日
、恵
庭
市
民

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。同
推
進
協
議
会
は
、

市
民
憲
章
の
啓
発
普
及
の

一
環
と
し
て
毎
年
市
内
の

小
・
中
学
生
か
ら
市
民
憲

章
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
文

を
募
集
し
、表
彰
し
て
い

ま
す
。今
回
は
小
・
中
学

校
計
13
校
か
ら
７
２
３

点
の
応
募
が
あ
り
、そ
の

中
か
ら
特
別
賞
３
人
、優

秀
賞
７
人
、入
選
20
人
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
下
原
会
長
は
「
ど
の
作

品
も
、恵
庭
へ
の
愛
着
を

感
じ
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い

も
の
ば
か
り
で
し
た
。推

進
協
議
会
は
皆
さ
ん
の

活
動
を
手
助
け
で
き
る
よ

う
、今
後
と
も
積
極
的
に

目
に
見
え
る
活
動
を
行
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。原

田
裕
市
長
は
「
市
民
憲
章

は
１
９
７
０（
昭
和
45
）年

の
11
月
１
日
に
町
か
ら
市

に
な
っ
た
こ
と
を
記
念
し

て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。50

年
以
上
経
ち
ま
す
が
、今

こ
そ
し
っ
か
り
と
市
民
憲

章
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
ふ

る
さ
と
恵
庭
を
、市
民
全
体

で
よ
り
良
く
し
よ
う
と
頑

張
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
見

守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。ま

た
、恵
庭
を
よ
く
す
る
た
め

の
ご
意
見
も
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

表
彰
後
、特
別
賞
と
優

秀
賞
受
賞
者
が
作
品
を
朗

読
。市
長
賞
を
受
賞
し
た

益
山
優
風
さ
ん（
松
恵
小
６

年
）は
、食
品
ロ
ス
に
つ
い
て

の
作
文『
食
品
ロ
ス
を
通
じ

て
学
ん
だ
こ
と
』を
発
表
し

ま
し
た
。世
界
各
地
で
約
11

人
に
１
人
が
飢
餓
に
苦
し

ん
で
い
る
中
、恵
庭
市
の
学

校
給
食
の
23
・
５
％
が
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

「
買
い
物
で
は
必
要
分
や

期
限
の
早
い
も
の
か
ら
購

入
す
る
な
ど
、小
さ
な
こ
と

か
ら
食
品
ロ
ス
の
問
題
を

解
決
す
る
第
一歩
に
な
る
の

で
は
な
い
か
」
と
発
表
し

ま
し
た
。（

編
集
部　
大
谷
）

恵庭

恵庭市民憲章作文発表会　小中学生30人を表彰

「Ｒａｐｉｄｕｓの立地と恵庭創生」
北海道と共に歩む次世代プロジェクト

恵庭商工会議所青年部「街 ゴン」
４年ぶりに復活・男女参加者募集中


